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1．はじめに 
平成 23 年 4 月 28 日付け「平成 23 年東北地方太平洋沖地震を踏まえた新耐震

指針に照らした既設発電用原子炉施設等の耐震安全性の評価結果の報告に係る

原子力安全・保安院における検討に際しての意見の追加への対応について」（平

成 23・04・28 原院第 4 号）の指示に基づき，既往の調査結果から，耐震設計上

考慮していない断層等に関する情報を整理し，同年 5 月 31 日に原子力安全・保

安院に提出した（「平成 23 年東北地方太平洋沖地震を踏まえた新耐震指針に照

らした既設発電用原子炉施設等の耐震安全性の評価結果の報告に係る原子力安

全・保安院における検討に際しての意見の追加への対応に基づく報告につい

て」）。 
上記報告結果を踏まえて，平成 23 年 6 月 6 日に原子力安全・保安院より，既

往調査から耐震設計上考慮しないと評価している断層等が考慮すべき断層に該

当する可能性について一層の検討を求められた（「平成 23 年東北地方太平洋沖

地震を踏まえた新耐震指針に照らした既設発電用原子炉施設等の耐震安全性の

評価結果の報告に係る原子力安全・保安院における検討に際しての意見の追加

への対応について（追加指示）」平成 23・06・03 原院第 1 号）。 
上記指示に基づき，3 月 11 日以降に発生した地震に伴って生じた地殻変動量，

地震の発生状況に関する調査及び地表地質調査を実施し，基準地震動への影響

についての検討結果を，平成 23 年 8 月 30 日に原子力安全・保安院へ報告書と

して提出した。当該報告書においては，「湯ノ岳断層のこれまでの活動の変遷等

については，明らかになっておらず，今後のこれらに関する研究の動向を注視

するとともに，湯ノ岳断層を対象としたボーリング調査等の実施について検討

を行う」としていた。 
本報告書は，湯ノ岳断層のこれまでの活動の変遷等に関する検討を行うために

実施したボーリング調査等の結果についてとりまとめたものである。 
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2．湯ノ岳断層に関する従前の調査結果（平成 23 年 4 月 11 日以前） 
湯ノ岳断層については，従前敷地への影響が小さいことから，ボーリング調

査等の詳細な地質調査は実施せず，断層を横断する地形面の状況と断層破砕部

の性状に基づいて活動性の評価を行っていた。湯ノ岳断層に関する従前の調査

結果及び評価結果は以下のとおりである。 
湯ノ岳断層は，福島第一原子力発電所敷地の南西 50km 付近，福島第二原子力

発電所敷地の南西 40km 付近に位置している（第 2－1 図）。湯ノ岳断層周辺地域

及び浜通り地域の地質層序表を第 2－1 表に示す。 
 
2.1 文献調査結果 
「新編 日本の活断層」（1991）においては，いわき市遠野町上根本堂ノ越

付近から同市常磐藤原町阿良田付近に至る約 6km 間に NW－SE 方向の確実度

Ⅱ（活断層と推定されるもの）を示し，その活動度をＢ級とし，同断層を湯ノ

岳断層と呼んでいる（第 2－2 図）。 
「活断層詳細デジタルマップ」（2002）においては，いわき市遠野町入遠野

官沢付近から同町深山田釜ノ前付近に至る約 9km 間に NW－SE 方向の推定活

断層を示し，このうち，いわき市遠野町上根本堂ノ越付近から同町深山田釜ノ

前付近に至る約 3km 間においては，「新編 日本の活断層」（1991）の湯ノ岳

断層とほぼ同位置に示されている（第 2－2 図）。 
 

2.2 変動地形学的調査結果 
変動地形学的調査結果によると，いわき市遠野町入遠野貝那夫から同市常磐

藤原町阿良田に至る約 13.5km 間の北東側の山地と南西側の丘陵との境界付近

において，NW－SE 方向の LC及び LDリニアメントが断続的に判読される（第

2－2 図）。本リニアメントは，急崖，鞍部等の直線状の配列からなり，山地及

び小起伏を示す丘陵の高度に南西低下の不連続を伴う。 
いわき市遠野町上根本東山北付近から同市常磐藤原町小幡付近に至る約

10km 間では，2 条のリニアメントが 300m～500m 程度の間隔で並走して判読

される（第 2－2 図，第 2－3 図）。これらの並走する 2 条のうち，北東側（山

側）の LC及び LDリニアメントでは，急崖の崖面はやや開析が進んでいるもの

の，急崖は連続が良く，その基部の配列も直線性が高い。その前面の南西側の

LD，一部 LCリニアメントでは，特にその東部においては，崖は断続的であり，

トレースも直線性に欠ける。「新編 日本の活断層」（1991）による確実度Ⅱ及

び「活断層詳細デジタルマップ」（2002）による推定活断層はいずれも，上記

の並走する 2 条のうち南西側の LDリニアメントにほぼ対応している（第 2－2
図）。 



3 

2.3 地表地質調査結果 
湯ノ岳断層及びその周辺の地質図を第 2－4 図に示す。本地域には，変成岩

類，花崗閃緑岩及びヒン岩からなる古期岩類並びに古第三系漸新統白水層群，

新第三系中新統湯長谷層群，白土層群及び高久層群が分布する。 
いわき市遠野町入遠野久保目付近から同町上根本岩崎付近及び同町上根本

折松付近から同市常磐藤原町阿良田付近に判読されるLC及びLDリニアメント

は，北東側の変成岩類あるいは花崗岩類と南西側の中新統との分布境界にほぼ

対応している。リニアメント西端部では変成岩分布域に，遠野町上根本東山北

方から折松北方に至る間では花崗閃緑岩分布域に，また，いわき市遠野町上根

本岩崎付近から同町上根本新田南方に至る間，同町深山田釜ノ前北東方及びい

わき市常磐藤原町小幡北西方では中新統分布域に，それぞれ判読される。 
リニアメント西端付近に位置するいわき市遠野町入遠野久保目付近から遠

野町上根本東山北方に至る間では 1 条のみの LCリニアメントが判読される。2
条のリニアメントが並走して判読される東山北方以東においては，東山北方か

ら遠野町上根本岩崎付近に至る間では 2 条のリニアメントのうち南西側（前

面）に判読される LC及び LDリニアメントに対応して，また，岩崎北方の遠野

町上根本折松付近から同市常磐藤原町阿良田付近に至る間では 2 条のリニア

メントのうち北東側（山側）に判読されるLC及びLDリニアメントに対応して，

いずれも，北東側の変成岩類あるいは花崗閃緑岩と南西側の中新統とを境する

断層が推定される。上記区間では，いわき市遠野町入遠野官沢付近，同町中野

北方，同町上根本東山北方などにおいて，北東側の変成岩類あるいは花崗閃緑

岩と南西側の中新統との境界あるいはその近傍に南西落ちの正断層が確認さ

れる（第 2－4 図，第 2－5 図）。これらの断層露頭ではいずれも破砕部は固結

しており，断層面も癒着している（第 2－5 図 c，d，第 2－6 図 c）。 
湯ノ岳断層は，リニアメント北西延長部の遠野町入遠野久保目以西の変成岩

類内にも連続していることが確認され，断層破砕部は固結している（第 2－6
図 e，f）。 
また，湯ノ岳断層は，リニアメント南東延長部の常磐藤原町阿良田以東にお

いても，北東側の古第三系漸新統と南西側の新第三系中新統とを境する断層と

して連続しており（第 2－6 図 a，d），断層を覆って分布する M1 面に変位・変

形は認められない（第 2－6 図 a，b，第 2－7 図）。 
一方，2 条の並走するリニアメントのうち，遠野町上根本東山北方から同町

折松北方に至る間において北東側（山側）に判読されるリニアメントについて

は，南西側には風化した花崗閃緑岩が，北東側には新鮮な花崗閃緑岩がそれぞ

れ分布しており，リニアメントに対応して断層が存在する可能性は否定できな

い（第 2－4 図，第 2－5 図 a，b）。また，南西側（前面）のリニアメントのう
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ち，遠野町上根本岩崎付近から同町上根本新田南方に至る間に判読されるリニ

アメントについては，北東側の中新統高久層群の細粒砂岩と南西側の同層群の

中粒～粗粒砂岩との地質境界に，遠野町深山田釜ノ前北東に判読されるリニア

メントについては，北東側の中新統高久層群の砂岩・泥岩互層及び泥岩と南西

側の同層群の細粒砂岩との地質境界に，常磐藤原町小幡西方のリニアメントに

ついては，北東側の泥質岩，砂岩，礫岩からなる中新統白土層群中山層と南西

側の主に砂岩からなる中新統湯長谷層群平層上矢田部層との地質境界に，それ

ぞれほぼ対応しており，断層は認められない（第 2－4 図，第 2－5 図 a，b）。 
 

2.4 従前の評価 
地表地質調査結果によると，湯ノ岳断層はいわき市遠野町入遠野久保目付近

から同市常磐藤原町阿良田付近に至る間では北東側の古期岩類と南西側の中

新統とを境する正断層であり，阿良田以東では北東側の古第三系と南西側の中

新統とを境する断層である。いずれの断層露頭においても，破砕部は固結し，

断層面は癒着しており，断層南部において，断層を覆って分布する M1 面など

に変位・変形は認められないことが確認された。リニアメントは，古期岩類と

中新統とが接している部分で判読され，断層が古第三系と中新統とを境する南

部ではリニアメントが判読されないこと，また，湯ノ岳断層に対応していない

リニアメントについては，いずれも異なる岩質の地層境界に対応していること

から，いずれのリニアメントも岩質の差を反映した侵食地形であると判断され

る。 
 以上のことから，湯ノ岳断層の少なくとも後期更新世以降における活動はな

いものと判断していた。 
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3．湯ノ岳断層に関する追加地質調査結果 
4 月 11 日に湯ノ岳断層近傍において地震（M7.0）が発生したこと及び同地震

に伴って湯ノ岳断層沿いに地震断層が出現したことを踏まえて，湯ノ岳断層に

関して同地震発生以降における文献調査，地表踏査，ボーリング調査，トレン

チ調査等を実施した。調査結果は以下のとおりである。 
 

3.1 文献調査結果 
国土地理院（2011）による電子基準点観測結果によると，4 月 11 日の地震に

伴う変動では，電子基準点「いわき 2」が 29.0cm 北東方向に移動するなどの

地殻変動が震央周辺で観測され（第 3.1－1 図），合成開口レーダー解析の結果

によると，湯ノ岳断層に沿って変位の不連続が認められている（第 3.1－2 図）。 
研究機関等の実施した地表踏査等の結果によると，4 月 11 日に発生した地

震に伴い，湯ノ岳断層に沿って正断層型の地震断層が出現したことが報告され

ている（例えば，粟田ほか；2011，第 3.1－3 図）。 
また，強震波形を用いた 4 月 11 日の地震の震源過程解析結果によると，観

測波形に見られる２つのパルス状の地震波はそれぞれ井戸沢断層及び湯ノ岳

断層付近から放出されており，湯ノ岳断層の活動は，先行して発生した井戸沢

断層での断層すべりに引き続いて発生した可能性が高いことが報告されてい

る（引間；2011，芝；2011）。 
 
3.2 地表踏査結果 

4 月 11 日の地震に伴う地震断層は，いわき市遠野町入遠野久保目からリニ

アメント南東端の同市常磐藤原町阿良田を経て同市常磐白鳥町礼堂南方に至

る約 15.5km 間に出現しており（第 3.2－1 図），出現した地震断層は，SAR 差

分干渉による変位の不連続線とほぼ一致する（第 3.2－2 図）。 
湯ノ岳断層沿いの地震断層は，同地震発生前に実施した空中写真判読結果に

よるリニアメントにほぼ一致する位置において出現しており，北西側ではリニ

アメント北西端の約 1km 間で地震断層は出現しておらず，南東側ではリニア

メントが判読されなかった阿良田から礼堂南方に至る約 3km 間にも地震断層

が出現している（第 3.2－1 図）。 
また，2 条の並走するリニアメントが判読される区間においては，北東側（山

側）のリニアメントに沿って地震断層が出現しており，南西側（前面）のリニ

アメント沿いには地震断層は出現していない（第 3.2－1 図）。なお，「新編 日

本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ」（2002）は，地震断層

が出現しなかった南西側のリニアメントに対応して，確実度Ⅱあるいは推定活

断層を示しているものの，地震断層が出現した北東側のリニアメントに対応す
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る位置には活断層，推定活断層及びリニアメントのいずれも示していない（第

2－2 図）。 
出現した地震断層は，いずれの地点においても，高角度の南西落ちの正断層

である。上下変位量は最大 1m 程度であり，リニアメントが判読されていない

阿良田以東においても最大 0.8m に達する上下変位が認められる（第 3.2－1 図，

第 3.2－3 図，第 3.2－4 図）。しかし，上下変位量はバラツキが大きく，地震断

層が出現した区間内でも一部において，地震断層が出現していない地点も認め

られる（第 3.2－1 図，第 3.2－5 図）。水田の畦，道路沿いの側溝などを認定基

準とする水平変位については，数十 cm の左横ずれあるいは右横ずれが確認さ

れる地点もあるが，系統的な水平変位は確認できなかった（第 3.2－1 図，第

3.2－6 図）。 
前述のように，地震発生前に実施した空中写真判読によりリニアメントが判

読できなかった阿良田から礼堂南方に至る約 3km 間にも地震断層が出現した

ものの，同区間のいわき市常磐藤原町田場坂などにおいては，北側の古第三系

と南側の新第三系とを境する湯ノ岳断層を覆ってＭ１面が分布しており，これ

らの段丘面上には，地震発生前の空中写真判読及び現地における簡易測量によ

り変位・変形がないことが確認されていた（第 2－6 図 a，b，第 2－7 図）。し

かしながら，常磐藤原町田場坂及び同町別所南に分布するＭ１面上において，4
月 11 日の地震に伴って地震断層あるいは開口クラックが出現した（第 3.2－7
図）。Ｍ１面の形成年代については，面の保存状態，分布高度などから MIS5e
と推定される。なお，同面構成層を覆う細粒堆積物中部から沼沢金山テフラ（約

55ka～50ka；町田・新井，2003）が検出された。 
一方，地震発生前に確認していた断層露頭のうち，以下の 2 地点において，

地震発生後にも観察を行うことができた。 
いわき市遠野町入遠野官沢（Loc.K905）においては，地震に伴って舗装道路

は撓曲状を呈し，クラックが出現しており，同地点では，1999 年調査時に湯

ノ岳断層を覆う低位段丘堆積物基底に変位は認められなかったが，地震時に約

25cm 南西落ちの正断層的変位を与えていることが確認された（第 3.2－8 図）。

また，1999 年調査時においては，同断層露頭の破砕部は固結し，断層面は癒

着していると判断したものの，地震発生後において同露頭を断層の走向方向に

掘削して，破砕部の性状を詳細に観察した結果，断層面沿いに数 mm 程度の軟

質粘土が確認された（第 3.2－8 図）。 
いわき市常磐藤原町阿良田北西（Loc.K611）においては，山地斜面に地震断

層が出現しており，同地震断層は，湯ノ岳断層に連続していることが確認され

た（第 3.2－9 図）。また，1999 年調査時においては，同断層露頭の破砕部は固

結し，断層面は癒着していると判断したものの，地震発生後において同露頭を
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断層の走向方向に掘削して，破砕部の性状を詳細に観察した結果，断層面沿い

に数 mm 程度の軟質粘土が確認された（第 3.2－9 図）。 
 

3.3 ボーリング・トレンチ調査結果 
湯ノ岳断層は，4 月 11 日の地震発生前に実施した調査結果により，後期更

新世以降における活動はないと判断していたものの，同地震に伴って地震断層

が出現した。このことから，湯ノ岳断層の後期更新世以降における活動性を精

度良く把握することを目的に，①岩崎北東地点，②田場坂地点，③別所南地点

及び④松本地点においてボーリング調査を，②田場坂地点及び④松本地点にお

いてトレンチ調査を実施した（第 3.3－1 図，第 3.3－2 図）。 
各地点における調査結果は以下のとおりである。 
 
(1) 岩崎北東地点 
本地点は，LCリニアメントとして判読される急崖基部に位置し，急崖基部

から南西側に標高 345m～330m 程度の比較的平坦な尾根が連続しており，地

震断層はこの尾根部に出現している（第 3.3－3 図，第 3.3－4 図）。本地点近

傍における地震断層は，開口クラック及び南西側低下の撓み状の地形が認め

られ，上下変位量は明瞭ではないが，本地点から北西約 230m の折松地点

（Loc.Y-7）では南西落ち約 80cm の上下変位が認められる（第 3.3－3 図）。 
本地点では，比較的平坦な尾根部に古い堆積物が分布することを期待して，

過去数十万年間における累積変位量を把握することを目的に，地震断層を挟

んで計 9 孔のボーリングを実施した（第 3.3－4 図）。 
ボーリング調査結果を第 3.3－5 図に示す。 
ボーリング調査結果によると，地震断層北東側の Iw-9 孔，Iw-6 孔，Iw-3

孔及び Iw-4 孔には花崗閃緑岩が，南西側の Iw-8 孔，Iw-7 孔，Iw-2 孔及び Iw-1
孔には中新統高久層群がそれぞれ分布しており，Iw-9 孔と Iw-8 孔との間に

湯ノ岳断層が確認される。ボーリング調査地点では，花崗閃緑岩及び高久層

群を覆って古期及び新期の崖錐性堆積物が分布しており，Iw-9 孔と Iw-8 孔

との間において，古期崖錐性堆積物基底面の高度に約 4m 南西側低下の不連

続が認められる。また，地震断層南西側から北東側に掘削した斜孔 Iw-5 孔（傾

斜角 63°）では深度 10.30m において，南西上盤側の古期崖錐性堆積物と北

東下盤側の花崗閃緑岩とが断層関係で接していることが確認された（第 3.3
－5 図のコア写真）。断層面の傾斜は見かけ約 60°であり，断層面下盤側に

は幅約 1.2m（コア長）の岩石化した花崗閃緑岩等の角礫破砕部が認められ，

断層面沿いには幅 1cm～2cm 程度の橙灰色軟質粘土を伴う。 
したがって，本地点における湯ノ岳断層は，古期崖錐性堆積物に南西落ち
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の正断層的変位を与えており，その上下変位量は約 4m と判断される。 
古期崖錐性堆積物の堆積年代については，同堆積物を覆うローム層上部か

ら鬼界葛原テフラ（約 9.5 万年前；町田・新井，2003）が，また，ローム層

下部から飯縄西山テフラ（約 18 万年前；中里・中澤，2007）が検出された

（第 3.3－6 図）こと，これらのローム層と下位の古期崖錐性堆積物との間に

埋没土壌が存在する等の時間間隙を示す現象は認められず，両者は漸移的で

あり，古期崖錐性堆積物基底までの層相に変化は認められないことから，お

よそ 25 万年前～20 万年前と推定される。 
以上のことから，本地点において，湯ノ岳断層は，4 月 11 日以前，約 25

万年前～20 万年前に活動しており，その累積変位量は約 4m であることが確

認されたものの，活動の時期は特定できなかった。 
 

(2) 田場坂地点 
本地点は，地震発生前の空中写真判読及び現地における簡易測量により 

Ｍ１面に変位・変形がないことを確認していた地点であり，4 月 11 日に発生

した地震に伴ってＭ１面上の湯ノ岳断層に対応する位置において，開口クラ

ックが出現した（第 3.2－7 図，第 3.3－7 図）。同クラックは，断続的であり，

上下方向及び水平方向のいずれも明瞭な変位は認められない。 
本地点では，Ｍ１面を構成する堆積物の分布状況を明らかにして，後期更

新世以降における湯ノ岳断層の活動履歴，変位量を把握することを目的に，

出現した開口クラックを挟んで計 5 孔のボーリングを実施した。さらに，ボ

ーリング調査結果を踏まえて，断層と堆積物との関係を直接確認するため，

トレンチ調査を実施した（第 3.3－8 図）。 
ボーリング調査結果を第 3.3－9 図に示す。 
ボーリング調査結果によると，開口クラック北東側の Tb-3 孔及び Tb-4 孔

には古第三系漸新統白水層群石城層が，南西側の Tb-5 孔及び Tb-1 孔には新

第三系中新統湯長谷層群水野谷層がそれぞれ分布しており，Tb-2 孔の深度

4.5m 付近において，上盤側の湯長谷層群と下盤側の白水層群とを境する湯ノ

岳断層が直接確認された。 
破砕部幅は約 1m（コア長）であり，泥岩，砂岩，礫岩などの角礫状破砕

ないし擾乱帯となっている。破砕部は全体的に固結しているものの，深度

4.51m に平滑な傾斜角約 60°の断層面が認められ，同断層面上盤側に沿って，

幅 1cm 程度の角礫混じり黒色軟質粘土が認められる。 
また，ボーリング調査地点においては，古第三系及び新第三系を覆って，

Ｍ１面を構成する礫層等が分布しており，湯ノ岳断層付近を境に，同礫層基

底面の高度に約 40cm 南西側低下の不連続が推定される。 
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このことから，Ｍ１面を構成する礫層基底面の高度に不連続が推定される

位置においてトレンチ調査を実施した（第 3.3－8 図）。トレンチ壁面のスケ

ッチ・写真を第 3.3－10 図～第 3.3－12 図に示す。 
トレンチ壁面において，北東下盤側の白水層群石城層と南西上盤側の湯長

谷層群水野谷層とを境する湯ノ岳断層が確認された。同断層は断層面が 50°
～60°程度南西傾斜を示す正断層であり，断層面沿いに幅 20cm～70cm 程度

の破砕部が認められ，破砕部は軟質となっている。 
トレンチには，白水層群及び湯長谷層群を覆ってＭ１面を構成する礫層が

分布しており，同礫層の上位の堆積物は，下位より，礫混じりローム層，暗

褐色土壌及び盛土からなる。 
Ｍ１面を構成する礫層は下盤側の石城層と断層関係で接していることが確

認され，断層面沿いでは礫の配列が認められる。同礫層に変位を与えている

断層は，断層面の傾斜が概ね 60°南西傾斜，南西落ちの正断層であり，その

上下変位量は，北西壁面では約 60cm であり，南東壁面でも断層近傍の礫層

基底面の傾斜を断層による引きずりとみなすと上下変位量は約 60cm となる。 
Ｍ１面を構成する礫層の断層変位は明瞭であるが，その上部を覆う礫混じ

りローム層及びその上位の暗褐色土壌には変位は認められない。これらの断

層による変位が認められない堆積物について，連続試料を採取してテフラ分

析を実施したが年代の特定はできなかった。 
一方，北西壁面の断層上盤側においては，暗褐色土壌が下位のＭ１面を構

成する礫層まで楔状に落ち込んだ形態が認められるものの，断層活動に起因

したものか否か不明である。また，Ｍ１面を構成する礫層に変位を与えてい

る断層の地表面への延長部は，4 月 11 日に出現した開口クラックの北東側約

1m に位置し，両者は一致していない。南東壁面においては，断層上盤側の

Ｍ１面を構成する礫層中に，主断層とは逆に面が北東側に傾斜する数条の節

理が認められ，同節理の地表面への延長部は開口クラックの位置にほぼ一致

しているものの，同クラック直下の盛土及び暗褐色土壌に節理などは認めら

れず，4 月 11 日に出現した開口クラックとの関係は不明である。 
以上のことから，本地点において，湯ノ岳断層は，4 月 11 日以前，Ｍ１面

を構成する礫層堆積以降に活動しており，その上下変位量は約 60cm である

ことが確認されたものの，活動の時期は特定できなかった。 
 

(3) 別所南地点 
本地点は，地震発生前の空中写真判読によりＭ１面に変位・変形がないこ

とを確認していた地点である。4 月 11 日に発生した地震に伴ってＭ１面上の

湯ノ岳断層に対応する位置において地震断層が出現し，同地震断層では南西
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落ち約 80cm の上下変位が認められた（第 3.2－7 図，第 3.3－13 図）。 
本地点では，田場坂地点と同様，Ｍ１面を構成する堆積物の分布状況を明

らかにして，後期更新世以降における湯ノ岳断層の活動履歴，変位量を把握

することを目的に，地震断層を挟んで計 7 孔のボーリングを実施した（第 3.3
－14 図）。 
ボーリング調査結果を第 3.3－15 図に示す。 
ボーリング調査結果によると，地震断層北東側の Bs-3 孔，Bs-6 孔及び Bs-4

孔には古第三系漸新統白水層群石城層が，南西側の Bs-5 孔，Bs-2 孔及び Bs-1
孔には新第三系中新統湯長谷層群水野谷層がそれぞれ分布しており，地震断

層南西側から北東側に掘削した斜孔 Bs-7 孔（傾斜角 65°）の深度 13.25m 付

近において，上盤側の湯長谷層群と下盤側の白水層群とを境する湯ノ岳断層

が直接確認された。 
破砕部の幅は約 24cm（コア長）であり，緑灰色を呈する泥岩，砂岩が鱗

片状に破砕しており，破砕部は全体的に固結しているものの，破砕部下面の

深度 13.26m に見かけの傾斜角約 60°の平滑な断層面が認められ，同断層面

上盤側に沿って，幅 2mm～4mm 程度の灰色軟質粘土が認められる。 
また，ボーリング調査地点においては，古第三系及び新第三系を覆って 

Ｍ１面を構成する礫層等が分布しており，湯ノ岳断層付近を境に，同礫層基

底面の高度に約 160cm 南西側低下の不連続が推定される。この不連続は，田

場坂地点におけるトレンチ調査結果等を考慮すると，断層による変位である

可能性が高く，この不連続量を断層の上下変位量とみなした場合，4 月 11 日

に出現した地震断層の上下変位量の約 2 倍となる。 
なお，本地点のＭ１面の 1 段低位（比高 5m～10m 程度）にＭ２面が分布し

ており，このＭ２面の形成年代は，「3.3(4) 松本地点」において後述するよ

うに，テフラ分析の結果から約 10 万年前（MIS5c）と判断されることから，

Ｍ１面の形成年代は MIS5e と判断される。 
以上のことから，湯ノ岳断層は，4 月 11 日以前，Ｍ１面を構成する礫層堆

積以降に活動しており，その上下変位量は約 80cm であることが確認された

ものの，活動の時期は特定できなかった。 
 

(4) 松本地点 
本地点は南西側の丘陵斜面と北東側のＭ２面との境界部に位置しており，4

月 11 日に発生した地震に伴って境界付近の緩斜面上の湯ノ岳断層に対応す

る位置において地震断層が出現し，同地震断層では南西落ち約 60cm の上下

変位が認められる（第 3.3－16 図）。 
本地点では，上記緩斜面の下位にＭ２面を構成する堆積物が伏在している
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可能性があると考え，約 10 万年前以降における湯ノ岳断層の活動履歴，変

位量を把握することを目的に，地震断層を挟んで計 7 孔のボーリングを実施

した。さらに，ボーリング調査結果を踏まえて，断層と堆積物との関係を直

接確認するため，トレンチ調査を実施した（第 3.3－17 図）。 
ボーリング調査結果を第 3.3－18 図に示す。 
ボーリング調査結果によると，地震断層北東側の Mt-6 孔，Mt-7 孔，Mt-3

孔及び Mt-4 孔には古第三系漸新統白水層群浅貝層が，南西側の Mt-5 孔，Mt-2
孔及び Mt-1 孔には新第三系中新統湯長谷層群水野谷層がそれぞれ分布して

おり，Mt-5 孔の深度 18.69m において，上盤側の湯長谷層群と下盤側の白水

層群とを境する湯ノ岳断層が直接確認されたほか，同孔の深度 5.85m，深度

3.95m の湯長谷層群内にも断層が確認された。 
深度 18.69m に認められる断層面は，傾斜角約 65°を示し，その下盤側に

約 30cm（コア長）の岩石化した破砕部を伴い，平滑で断層面は剥離してい

るものの，面沿いに軟質粘土は認められない。同断層面の剥離についてはボ

ーリング掘削時の機械割れである可能性もある。深度 5.85m に認められる断

層面は，平滑で傾斜角約 55°を示し，幅 3cm～4cm の破砕部を伴うが，軟質

粘土は認められない。深度 3.95m に認められる断層面は，平滑であり，傾斜

角は約 60°を示し，幅 1cm～2cm 程度の軟質粘土を伴う。後述のトレンチ調

査により確認された地震断層の断層面の傾斜を下方延長すると Mt-5 孔の深

度 5m 付近に位置していることから，深度 3.95m に確認された断層が地震断

層の下方延長部に相当するものと判断される。 
ボーリング調査地点においては，断層の両側には古第三系及び新第三系を

覆って堆積物が分布し，断層の北東側にはＭ２面を構成する堆積物が確認さ

れるものの，断層近傍では堆積物は薄くなり，断層直上部では堆積物が欠如

していることが推定された。 
このことから，緩斜面を構成する堆積物と断層との関係を直接確認するた

めトレンチ調査を実施した（第 3.3－17 図）。トレンチ壁面のスケッチ・写真

を第 3.3－19 図～第 3.3－21 図に示す。 
トレンチ壁面において，北東下盤側の白水層群浅貝層と南西上盤側の湯長

谷層群水野谷層とを境する湯ノ岳断層が確認された。同断層は断層面が 65°
程度南西傾斜を示す正断層であり，断層面沿いに幅 20cm 程度の破砕部が認

められ，破砕部は軟質となっている。 
トレンチには，白水層群及び湯長谷層群を覆って，下位より，Ｍ２面を構

成するシルト質礫層，緩斜面を構成する亜角礫層・シルト層，礫混じりロー

ム層，黒色～暗灰色土壌等が分布する。 
トレンチ壁面において確認された白水層群と湯長谷層群とを境する断層
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は，上記の上載層の各層に変位を与え，地震断層に連続している。上載層の

各層の上下変位量は 60cm 程度であり，地震断層の上下変位量とほぼ同程度

である。 
上載層の年代については，トレンチ壁面及びボーリングコアの礫混じりロ

ーム層の下限付近から，鬼界葛原テフラ（約 9.5 万年前：町田・新井，2003）
起源の高温型石英に付着した火山ガラスが複数箇所において検出される（第

3.3－22 図）ことから，Ｍ２面の形成年代，緩斜面を構成する堆積物の堆積年

代はいずれも約 10 万年前（MIS5c）と判断される。 
以上のことから，本地点においては，4 月 11 日以前の断層活動を認定する

ことはできず，本地点における湯ノ岳断層は，約 10 万年前以降，4 月 11 日

の地震発生までの間には上下変位を伴う活動はなかったものと判断される。 
 

3.4 総合評価 
 湯ノ岳断層に関する追加調査結果に基づき，同断層の活動性などについてま

とめると以下のとおりである。湯ノ岳断層の活動性に関するまとめを第 3.4－1
表に示す。 
 

(1) 地震断層のセンスと変位量 
4 月 11 日に出現した地震断層は，いずれの地点においても，高角度の南西

落ちの正断層である。上下変位量は最大 1m 程度であるが，変位量はバラツ

キが大きく，地震断層が出現した区間内でも一部において，地震断層が出現

していない地点も認められる。 
 

(2) 後期更新世以降の活動と変位量 
田場坂地点において，Ｍ１面を構成する礫層堆積以降における断層活動が

確認され，別所南地点においても同時期に断層活動があった可能性が高い。

ただし，この活動時期を特定するデータは得られなかった。 
この最新活動に先行する活動における上下変位量は，田場坂地点では約

60cm，別所南地点では約 80cm であり，最新活動における平均的な上下変位

量と同程度である。 
 
(3) 活動間隔 
湯ノ岳断層主部に位置する岩崎北東地点においては，約 25 万年前～約 20

万年前と推定される古期崖錐性堆積物基底面の上下方向の累積変位量は約

4m であることが確認され，岩崎北東地点付近における地震断層の上下変位

量は約 80cm である。本断層の 1 回の活動による平均的な上下変位量を 80cm
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とすると，古期崖錐性堆積物基底面の累積変位量は 5 回の活動の累積となり，

平均的な活動間隔は，古期崖錐性堆積物の堆積年代を約 25 万年前とした場

合，最短約 5 万年，最長約 6 万年，同堆積年代を 20 万年前とした場合，最

短約 4 万年，最長約 5 万年と見積もられる。 
一方，松本地点においては，湯ノ岳断層は 4 月 11 日の地震断層出現以前

の過去約 10 万年間には活動がなかったものと判断され，この結果は，断層

主部と考えられる岩崎北東地点において得られた活動間隔とは矛盾してい

る。このことは，本地点が湯ノ岳断層南東端付近に位置していることから， 
4 月 11 日の活動に先行する 1 回前の活動が松本地点まで及ばなかったものと

解釈される（第 3.4－1 表）。 
 
(4) 断層破砕部の性状 
露頭における断層破砕部の性状について，従前の調査においては破砕部は

固結しており，断層面は癒着していると判断していたものの，これらの露頭

を断層の走向方向に掘削して，破砕部の性状を詳細に観察した結果，断層面

沿いに数 mm 程度の軟質粘土が確認された。 
また，ボーリング調査を実施した 4 地点のいずれにおいても，平滑な断層

面及び同断層面沿いに軟質粘土が確認された。 
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4. まとめ 
 湯ノ岳断層については，敷地からの距離（福島第一原子力発電所から約 50km，

福島第二原子力発電所から約 40km），断層の長さの観点から敷地への影響が小

さいため，ボーリング調査等の詳細な地質調査は実施せず，断層を横断する地

形面の状況と断層破砕部の性状に基づいて活動性の評価を行い，後期更新世以

降の活動がないと判断していた。しかし，4 月 11 日に湯ノ岳断層近傍において

地震（M7.0）が発生したこと及び同地震に伴って湯ノ岳断層沿いに地震断層が

出現したことを踏まえて，ボーリング調査，トレンチ調査等の詳細な地質調査

を実施した。 
 その結果，断層破砕部の性状については，露頭において新鮮な断層面及び破

砕部を詳細に観察することによって，わずかながら軟質粘土が確認された。ま

た，断層面をとらえた複数のボーリングコアの詳細観察により，いずれも軟質

粘土が確認された。 
 4 月 11 日以前の断層の活動については，複数地点においてＭ１面段丘堆積物の

基底に約 60cm～80cm の変位が確認され，後期更新世以降の活動が認められた。 
 以上のことから，湯ノ岳断層は耐震設計上考慮すべき活断層であったと判断

され，今回と同様のボーリング調査，トレンチ調査等の詳細な地質調査を実施

していれば，活動性の評価は可能であったと考えられる。 
 なお，従前の湯ノ岳断層周辺の地形面に関する調査結果では，今回の地震断

層を横断するいずれのＭ１面にも過去の活動の痕跡は確認されておらず，湯ノ岳

断層のような活動間隔の長い断層については，断層活動の痕跡の認定が難しい

場合があると考えられる。したがって，敷地へ大きな影響を与えることが否定

できない断層については，ボーリング調査，トレンチ調査等の詳細な地質調査

の実施により，断層の活動性を直接確認することが重要と考えられる。 
 また，従前断層破砕部が固結していると評価していた露頭において，新鮮な

断層面及び破砕部で軟質粘土が確認されたこと，ボーリングによって採取した

いずれの断層破砕部においても，軟質粘土が確認されたことから，断層破砕部

の性状に関する調査においては，地表付近の風化・劣化などが影響し，その性

状の確認が困難な場合があると考えられる。したがって，断層破砕部の性状に

関する調査においては，風化・劣化などの影響を避けた新鮮な断層破砕部の性

状を確認することが重要と考えられる。 
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第2-1表　敷地周辺陸域の地質層序表
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凡　　例

リニアメント・地区番号

LC

LD

短線は低下側を，矢印は
尾根，谷の屈曲方向を示す。（       　　　　　　　　 ）

A2

L3

L2

L1

M2

M1’

M1

H5

K899
露頭位置・番号

新編日本の活断層(1991)

活断層詳細デジタルマップ(2002)

確実度Ⅲ

確実度Ⅱ

推定活断層

15-a

15-a

第 2-3(1) 図の位置第 2-3(1) 図の位置

第 2-7 図の位置第 2-7 図の位置

第 2-3(2) 図の
写真撮影位置
第 2-3(2) 図の
写真撮影位置
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阿良田阿良田

15-a

15-b N

15-b S

15-c N

15-c S

15-d N

15-dS

NW - SE 13.5

15-a Ｌｃ,ＬＤ ）051-031(S面伏起小/面斜地山伏起小部鞍･崖急
・崖は北側の小起伏山地と南側の小起伏面・段丘面などの分布域との地形境界をなし，
比高が大きい。崖面は開析がやや進んでいるものの，崖基部の傾斜変換部は比較的
明瞭である。

-

崖･鞍部･直線状の谷 小起伏面 S(20-30） 崖面は平面的で比較的新鮮であり，崖基部に沿って，鞍部・直線状の谷が認められる。 -

15-b N ＬD 急崖・鞍部 小起伏山地斜面/小起伏面 S(60±） ・崖面は開析が進み，崖基部は傾斜変換線が不明瞭な所が多い。 - -

15-b S ＬD 鞍部・直線状の谷・高度不連続 小起伏面 Ｓ（10-20） ・鞍部及びそこから続く直線状の谷が、断続してほぼ直線的に分布する。 -

15-ｃ N ＬC 急崖・鞍部 小起伏山地斜面/小起伏面 S（130-200）
・崖は北側の小起伏山地と南側の小起伏面・扇状地性平坦面・段丘面などの分布域と
の地形境界をなし，比高が大きい。崖面は開析がやや進んでいるものの，崖基部の傾
斜変換部は比較的明瞭で，直線的に連続する。

-

面坦平性地状扇/面斜地山伏起小崖急
・扇状地性平坦面は，主に急崖の南側に分布し，一部，急崖を横切って川沿いに北側ま
で分布する扇状地平坦面には，高度不連続などの変位地形は認められない。

-

15-c S ＬD Ｓ面伏起小部換変斜傾・部鞍
・小起伏面に，東側低下の不明瞭な傾斜変換部が認められ，15-C Nの急崖に並走して
分布する。

15-d N ＬD -。るあで瞭明不が線換変斜傾の部基崖，し凸凹み進が析開は面崖・）±031（S面伏起小/面斜地山伏起小崖急

）±05（S面伏起小崖急
・崖は小河川沿いに連続することから河川の側方浸食による可能性もあるが，崖面は比
較的平面的で，直線性が高い。

-

15-d S ＬD -。るす布分に的所局てめ極，がい高が性線直は崖・）03-02（S面伏起小崖

*：同一の推定活断層

15. 湯ノ岳断層
　 （いわき市遠野町
入遠野貝那夫－い
わき市常磐藤原町
阿良田）

備　　　　考
上下（低下側） 水平

ﾗﾝｸ 地形形態

推定活断層
長さ9km*

推定活断層
長さ9km*

確実度Ⅱ
（一部確実度Ⅲ）

長さ6km

文献との比較

新編「日本の活断層」
（1991）

東　京　電　力　㈱　　に　　よ　　る　　判　　読　　内　　容

基準地形
地区
番号

活断層詳細ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｯﾌﾟ
（2002）

断層・リニアメント名 走向
長さ
（km）

不連続量（ｍ）

Ｎ

5 0 0 ｍ 0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0
第 2-2 図　湯ノ岳断層周辺の空中写真判読図
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【米軍撮影】

【国土地理院撮影】

：地震断層，変状確認地点

第 2-3(1) 図　湯ノ岳断層北西部の空中写真
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ＬＣＬＣＬＤＬＤ

SW← →NE

いわき市遠野町根本付近における湯ノ岳断層沿いのリニアメント

同上
２条の並走するリニアメントのうち北側のＬＣリニアメントとして判読される急崖

NW← →SE

第 2-3(2) 図　湯ノ岳断層沿いのリニアメント地形写真
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中新世

白亜紀

古生代

地層境界

断層（破線は推定，点線は伏在）

A A’
断面線・番号

後期始新世～前期漸新世

完新世

B50K899 露頭位置 ・ 番号

沖積層

崖錐～扇状地堆積物

段丘堆積物         更新世

砂岩 ・ 泥岩互層， 泥岩

細粒砂岩

中粒～粗粒砂岩

泥岩， 砂岩， 礫岩     中山層  白土層群

砂岩    三沢部層

砂岩 ・ 泥岩互層， 泥岩  本谷部層
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第 2-4 図　湯ノ岳断層周辺の地質図
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ｃ． 断層露頭スケッチ ・ 写真 （Loc. K905） : 変成岩と中新統中山層とを境する断層。

　　　断層破砕部は固結している。
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断層面 f.N52W,81S

拡大範囲拡大範囲

断層
破砕部
断層
破砕部

ｄ． 断層露頭写真 （Loc.K892） ： 変成岩と中新統とを境する断層。 断層破砕部は固結している。

湯ノ岳断層の評価

・ リニアメントに対応して， 北側の変成岩類あるいは花崗閃緑岩と中新統とを境する
　正断層及び中新統内に正断層が確認される。
・ 断層に対応していないリニアメントは， いずれも異なる岩質の地層境界に対応して
　いることから， これらは岩質の差を反映した侵食地形であると判断される。

国土地理院２万５千分の１地形図（上遠野・常磐湯本・上平石・磐城泉）を使用した。

第 2-5 図　湯ノ岳断層の従前の調査結果・評価
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ｅ．湯ノ岳断層北西延長部周辺のリニアメント分布図

N S

N S
断層面

断層面

断層破砕部
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ｆ．断層露頭写真（Loc.K2184）:変成岩内に認められる断層。

　　断層破砕部は固結している。

同左拡大

湯ノ岳断層北西延長部の評価

・湯ノ岳断層は，リニアメントが判読されない北西方向の変成岩類内に断層として連続しているものの，
 断層破砕部は固結している。

湯ノ岳断層南東延長部の評価

・湯ノ岳断層は，リニアメントが判読されない南東方向へ古第三系と中新統とを境する断層として連続
　しているものの，断層破砕部は固結している。
・同断層を覆って分布するM1面に変位・変形は認められない。

湯ノ岳断層の評価

・湯ノ岳断層については，リニアメントと断層の位置が一致するものの，いずれの断層露頭においても，破砕部は固結し，断層面は癒着している。
・断層南部において，断層を覆って分布するM1面などに変位・変形が認められないことから，同断層の少なくとも後期更新世以降における活動はないものと
　判断される。

国土地理院２万５千分の１地形図（常磐湯本・磐城泉）を使用した。

国土地理院２万５千分の１地形図（上遠野）を使用した。

第2-6図　湯ノ岳断層の従前の調査結果・評価
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：地震断層，変状確認地点

第 2-7 図　湯ノ岳断層南東部の空中写真
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地震断層：（独)産業技術総合研究所
　　　　　  活断層・地震研究センター　

http://unit.aist.go.jp/actfault-eq/Tohoku/index.html

第3.1-1図　4 月11 日の地震(M7.0)に伴う地殻変動　

出典：国土交通省　国土地理院　平成23月4月の地殻変動について　
           別紙10　福島県浜通りの地震（4/11、M7.0）
            http://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/2011-goudou0510.htm

-25-



※2011/4/18 のデータは予測軌道情報使用

【謝辞：本研究で用いたPALSARデータは地震・地盤変動データ流通及び解析ワーキンググループ（地震WG）を
通じて提供を受けた．PALSARデータの所有権は経済産業省及び宇宙航空研究開発機構(JAXA)にある．】

国土地理院資料

第3.1-2図　4 月11 日の地震(M7.0)前後の合成開口レーダー解析結果　

出典：国土交通省　国土地理院　平成23月4月の地殻変動について　
           別紙10　福島県浜通りの地震（4/11、M7.0）
            http://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/2011-goudou0510.htm
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第3.1-3図　2011年4月11日福島県浜通りの地震に伴う
               湯ノ岳・藤原断層の地表変位ベクトル（速報）
(粟田ほか,  独立行政法人 産業技術総合研究所 活断層・地震研究センター)
   http://unit.aist.go.jp/actfault-eq/Tohoku/report/fukushima.html 
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第 3.3-1 図の位置
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: 変状が認められない地点

岩崎北東岩崎北東

田場坂田場坂

別所南別所南

松本松本

段　丘　面

A2 面

L3 面　(MIS 2)

L2 面　(MIS 3)

L1 面　(MIS 5a)

M2 面　(MIS 5c)

M1' 面　(MIS 5e ～ MIS 5d）

M1 面　(MIS 5e)

H4 面

H3 面

崖錐性～扇状地性平坦面（低位面）

崖錐性～扇状地性平坦面（高位面）

凡　　例

リニアメント

LC

LD

短線は低下側を，矢印は
尾根，谷の屈曲方向を示す。（       　　　　　　）

A2

L3

L2

L1

M2

M1’

M1

H4

H3

K899
露頭位置・番号

地震断層確認位置・番号
地震断層(破線は推定）

Y -1(0)

東京電力(株)
変状がないことが確認された地点

：地震断層の走向・傾斜
  （ ）は条線の傾斜角

f.N83W,65S
     (60W)
f.N83W,65S
     (60W)

Y -19(0)

    ( 　)の赤字は上下変位量（m）
    ( 　)の緑字は左ずれ変位量（m）
    ( 　)の紫字は右ずれ変位量（m）

(MIS 7あるいはそれ以前の高海面期）

調査地点

第 3.2-1 図　湯ノ岳断層周辺の空中写真判読図・
　　　　　　　　　　　　   4/11 地表地震断層
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地震断層(破線は推定）:東京電力(株)

湯 ノ 岳 断 層

井 

戸 

沢 

断 

層

第 3.2-2 図　LOS 方向の変位量と地震断層
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NE← →SW

Loc.Y-6( いわき市遠野町入遠野上根本冷水 )

撓曲状地形の斜面部において，樹木が傾いている。

NW←

Loc.Y-7( いわき市遠野町上根本折松 )

路面に南西落ち約 80cmの上下変位が認められる。

→SE

拡大写真範囲

左下拡大

岩盤にみられる地震断層面。
面は平滑である。

2011.4.23 撮影 2011.4.23 撮影

0 10 20m

H:V=1:2

7

6

5

4

3

2

1

0

7

6

5

4

3

2

1

0

比高(m) 比高(m)

Y-6

80cm

0 10 20 30m

NESW

第 3.2-3 図　Loc.Y-6 の 4/11 変状・Loc.Y-7 の 4/11 地震断層　　
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SW← →NE

NE← →SW NE← →SW

Loc.Y-24( いわき市いわきゴルフ場 )

ゴルフ場に出現した地震断層。南西落ち 50cm～ 70cmの上下変位が認められる。

断層面

Loc.K905

地震後の断層破砕部の性状。
平滑かつシャープな断層面が認められる。

低下側は冠水

NE← →SW

Loc.Y-25W( いわき市常磐藤原町松本 )

水田（沖積面）に出現した地震断層。南落ち約 50cmの上下
変位が認められる。

5

4

3

2

1

0

5

4

3

2

1

0

比高(m)比高(m)

H:V=1:2

H:V=1:2

2

1

0

2

1

0

比高(m)比高(m)

Y-24

70cm

Y-25W

50cm

0 10 20 30 40 50m

NESW

0 10 20 30 40 50m

NESW

第 3.2-4 図　Loc.Y-24，Loc.Y-25W の 4/11 地震断層
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NNE← →SSW

Loc.Y-19( いわき市常磐藤原町田場坂 )

湯ノ岳断層通過位置付近において，常磐自動車道の法面などに変状は認められない。

NW← →SE

Loc.Y-10( いわき市遠野町深山田仲内 )

湯ノ岳断層通過地点付近において変状は認められない。

M2 面

第 3.2-5 図　Loc.Y-10，Loc.Y-19 の状況
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W← →E

Loc.Y-25E( いわき市常磐藤原町松本 )

水田に出現した地震断層。南落ち約 50cmの上下変位，畦に右ずれ 20cm～ 25cmの水平変位が
認められる。

NW← →SE

Loc.Y-15( いわき市常磐藤原町阿良田 )

水田に出現した地震断層。南西落ち 15cm～ 20cm程度の上下変位が認められ，
左ずれ 10cm程度の水平変位があったように見える。

約 10cm

H:V=1:2

2

1

0

2

1

0

比高(m)比高(m)

Y-25W

50cm

0 10 20 30 40 50m

NESW

第 3.2-6 図　Loc.Y-15，Loc.Y-25E の 4/11 地震断層
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Y-14(0.7)

Y-16(0.15)

(0.6)

(0.1)

m177

1000ｍ0 500

凡　例

地層境界

断層（破線は推定，点線は伏在）
A A’ 断面線・番号

B50K899 露頭位置・番号

沖積層

段丘堆積物  

細粒砂岩

中粒～粗粒砂岩

泥岩，砂岩，礫岩  　　中山層  

砂岩 

砂岩・泥岩互層，泥岩

砂岩・泥岩互層，砂岩 

凝灰角礫岩～砂質火山礫凝灰岩

溶岩

泥岩   　　亀ノ尾層

砂岩・泥岩互層，泥岩 　　水野谷層

砂岩，礫岩  　　五安層

硬質泥岩   　　白坂層

泥質砂岩～細粒砂岩 　　浅貝層

砂岩，礫岩  　　石城層

ヒン岩

  　　　　　　  御斎所変成岩類

平層

湯長谷層群

高久層群

白水層群

a

Tkf

Tkm

Sd

Ms

Ho

Ky

Istb

Isl

Ko

Mz

Go

Ss
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Iw

Po

Sch

Tkf

Tkm

Sd

Ms

Ho

Ky

Istb

Isl

Ko

Mz

Go

Ss

As

Iw

Po

Sch

白土層群

M1など

地震断層確認位置・番号
地震断層(破線は推定）

Y -1(0)

東京電力(株)変状がないことが確認された地点Y -19(0)

    ( 　)の赤字は上下変位量（m）
    ( 　)の緑字は左ずれ変位量（m）

A - A’

100

90

80

100

90

80

標高(m) 標高(m)

M1面

断層推定位置

H:V=1:2.5

地形断面（N60°E方向，鉛直断面に投影）0                           50                        100 m

0

1

2

(m) Loc.m177

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

M1 面構成層

古第三系

Nm-KN

N←

→S

NE← →SW

Loc.Y-20

M1 面 (MIS5e) 上に開口クラックが認められ
るものの，上下変位は不明瞭である。

N←

→S

Loc. Y22

2011 年 4月

1999 年撮影

クラック出現位置

NW← →SE

NW← →SE

Loc.Y-22

M1 面上に出現した地震断層。南西落ち約 80cm
の上下変位が認められる。
地震発生前の空中写真によると同面に変位地形は
認められない。

Loc.Y-23

M1 面上に出現した地震断層。南西落ち約 70cmの上下変位が認められる。
地震発生前の空中写真によると同面に変位地形は認められない。

国土地理院２万５千分の１地形図（常磐湯本・磐城泉）を使用した。

Loc.Y-20（いわき市常磐藤原町田場坂）の変状　

Loc.Y-22,Y-23（いわき市常磐藤原町別所南）の 4/11 地震断層　　

H:V=1:2

2

1

0

2

1

0

比高(m)比高(m)

Y-20
0 10 20 30 40 50m

EW

第 3.2-7 図　常磐藤原町付近の M1 面及び
                    同面に出現した地震断層
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凡　　例

礫層 （低位段丘堆積物）

砂岩 （白土層群　中山層）

礫岩 （白土層群　中山層）

変成岩 （御斎所変成岩）

断層破砕部

SdSd

SdSd

SchSch

断層面　f.N63W,63S

0                                                      2 m

NE SW

SdSdSchSch

SdSd

SdSd

SdSd

崩積土

崩積土

NE← →SWNE← →SW

NE← →SW NE← →SW

地震後に道路に直交方向のクラック（　　）が認められ，
路面は若干撓曲状を示す

[ 地震後撮影 ]

[ 地震後スケッチ ]

[ 地震後撮影 ]

[1999 年撮影 ] [1999 年撮影 ][1999 年スケッチ ]

Loc.K905. いわき市遠野町入遠野官沢

Loc.K905. いわき市遠野町入遠野官沢
北東側の変成岩と南西側の中山層とを境する湯ノ岳断層。

同左拡大 .
礫層基底面に約 25cm南西落ちの垂直変位が認められる。
断層面沿いに数mmの軟質粘土が認められる。

同左拡大 .
礫層基底面に変位は認められない。

拡大位置

拡大位置

礫層
基底面

礫層
基底面

礫層
基底面

N← →S

5

4

3

2

1

0

5

4

3

2

1

0

比高(m)比高(m)

H:V=1:2

Y-2

10～15cm

0 10 20 30 40 50m

NESW

0                                                              1m

Sch

Sch

Sd

Sd

礫層

NE SW

第 3.2-8 図　湯ノ岳断層の露頭スケッチ・写真
         　（Loc.K905，いわき市遠野町入遠野官沢）
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HoHo

HoHo

HoHo

MzMz

SchSch

層理面

b.N58W,68S
層理面

b.N79W,50N

断層面

f.N38W,49SW

断層面

f.N40W,53SW

0                                           2 m

W

NESW

E

[ 地震後スケッチ ]

凡　　例

崖錐性堆積物

頁岩 （湯長谷層群　平層本谷部層）

砂岩 ・頁岩 （湯長谷層群　平層本谷部層）

砂質泥岩 （湯長谷層群　水野谷層）

変成岩 （御斎所変成岩類）

断層破砕部

SchSch
Mz
HoHo
Mz

HoHo

[ 地震後のスケッチ範囲 ]

凡　　例

砂岩 （湯長谷層群　平層本谷部層）

砂質泥岩 （湯長谷層群　水野谷層）

砂岩 ・泥岩互層破砕部

炭質泥岩破砕部

開口部

0                                      1 m

地表面地表面

断層面

f. N37W, 46SW

HoHo

MzMz

MzMz

HoHo

表土表土

地震断層

W← →E

同左拡大。
破砕部は固結し，断層面は癒着している。

Loc.K611
地震時に低下した西上盤側の地表付近には開口クラックが発達する。

同左拡大。
断層面は平面的であり，断層面沿いに数mmの軟質粘土
が認められる。

断
層
面

断層面

断
層
破
砕
部

W←

→E

Loc.K611

南西側の平層と北東側の水野谷層とを境する湯ノ岳断層
水野谷層と変成岩との境界 (      ) には断層は認められない。

SW← →NE

SW← →NE
[ 地震後撮影 ][ 地震後撮影 ]

[1999 年スケッチ ]

[1999 年撮影 ]

[1999 年撮影 ]

拡大位置

拡大位置

2011.8.24 撮影

2011.8.24 撮影

拡大位置

SW← →NE
[ 地震後撮影 ]

2011.8.24 撮影
同左拡大。
断層面は平面的であり，断層面沿いに数mmの軟質粘土
が認められる。

第 3.2-9 図　湯ノ岳断層の露頭スケッチ・写真

　　 　（Loc.K611，いわき市常磐藤原町阿良田北西）
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Ｎ

岩崎北東
ボーリング調査

段　丘　面

A2 面

L3 面　(MIS 2)

L2 面　(MIS 3)

L1 面　(MIS 5a)

M2 面　(MIS 5c)

M1' 面　(MIS 5e ～ MIS 5d）

M1 面　(MIS 5e)

H4 面

H3 面

崖錐性～扇状地性平坦面（低位面）

崖錐性～扇状地性平坦面（高位面）

凡　　例

リニアメント

LC

LD

A2

L3

L2

L1

M2

M1’

M1

H4

H3

地震断層

(MIS 7あるいはそれ以前の高海面期）

5 0 0ｍ 0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0

Ｎ

第3.3-1図　湯ノ岳断層北西部に出現した地震断層
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第 3.3-3 図　岩崎北東地点に出現した地震断層
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第3.3-5図　岩崎北東地点地質断面図
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第3.3-6図　岩崎北東地点テフラ分析結果
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第 3.3-7 図　田場坂地点に出現した地震断層

-43-



85.17

91.24

91.11

90.23

90.11

88.58

88.63

90.39

90.29 90.02

90.01

90.16

87.86

88.25

87.81

88.60

88.82

89.54

90.52

90.48

89.23

89.86

88.38

87.42

88.57

85.05

88.39 88.21

87.66

82.84

84.05

88.51

91.90

91.54 91.50

91.20

90.52

88.15

88.80

88.60

87.53

88.58

86.29

90m

90m

90
m

85m

物置

車庫

ビニールハウス

物

物置

Tb-1

Tb-5

Tb-3

Tb-2

Tb-4

Tb-1

開口クラック

ボーリング位置・番号

トレンチ位置

凡　例

測量日：2011.10.25~26
（開口クラックは測量時点のもの）

0 50 100m

第3.3-8図　田場坂地点調査位置図
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第3.3-9図　田場坂地点地質断面図
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第3.3-11(3)図　田場坂地点トレンチ北西壁面拡大写真
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第3.3-11(4)図　田場坂トレンチ北西壁面断層部拡大1
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第3.3-11(5)図　田場坂トレンチ北西壁面断層部拡大2
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第3.3-11(6)図　田場坂トレンチ北西壁面断層部拡大3
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第3.3-11(7)図　田場坂トレンチ北西壁面断層部拡大4

a

W← →E NW← →SE

f.N38W 62SW

明瞭な条線は認められない。
白水層群石城層

(底盤）

(壁面）

湯長谷層群
水野谷層

同左拡大

水平線

-
5
4
-



5

4
3

2

1

0 1 2m

標高88.0m

0

-1

-2

比高(m)
0

比高(m)

-1

-2

f.N38W 60SW

f.N48W 52SW

地割れ延長部
[南東壁面]

f.N30W 63SW

泥岩　（湯長谷層群水野谷層）

暗褐色土壌

礫混じりローム層

礫層　（M1面段丘堆積物）

細粒砂岩 　（白水層群石城層）

凡　例

盛土

黒色土壌

Ｍ1 g

Mzm

Iws

ℓmℓm

断層破砕粘土

f.N50W, 67SW       断層面の走向・傾斜   

Ｍ1 gＭ1 g

MzmMzm

IwsIws

ℓmℓm

図 

第3.3-12(1)図　田場坂トレンチ南東壁面スケッチ
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第3.3-12(2)図　田場坂地点トレンチ南東壁面写真
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第3.3-12(3)図　田場坂地点トレンチ南東壁面拡大写真
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第3.3-12(4)図　田場坂地点トレンチ南東壁面断層部拡大1
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第3.3-12(5)図　田場坂地点トレンチ南東壁面断層部拡大2
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第3.3-12(6)図　田場坂地点トレンチ南東壁面断層部拡大3
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第3.3-12(7)図　田場坂地点トレンチ南東壁面断層部拡大4
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第 3.3-16 図　松本地点に出現した地震断層
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第3.3-18図　松本地点地質断面図
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第3.3-19(1)図　松本トレンチ壁面スケッチ
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第3.3-20(1) 図　松本トレンチ北西壁面スケッチ
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第3.3-20(2)図　松本地点トレンチ北西壁面写真
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第3.3-20(3)図　松本地点トレンチ北西壁面拡大写真
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第3.3-20(4)図　松本地点トレンチ北西壁面断層部拡大1
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第3.3-20(5)図　松本地点トレンチ北西壁面断層部拡大2
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第3.3-20(6)図　松本地点トレンチ北西壁面断層部拡大3
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第3.3-21(1) 図　松本トレンチ南東壁面スケッチ
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第3.3-21(2)図　松本地点トレンチ南東壁面写真
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第3.3-21(3)図　松本地点トレンチ南東壁面拡大
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第3.3-21(4)図　松本地点トレンチ南東壁面断層部拡大1
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第3.3-21(5)図　松本地点トレンチ南東壁面断層部拡大2
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バブルウォール型火山ガラスの主成分

K-Tz（町田・新井，2003） Mt-6孔　深度1.10-1.20m
　SiO2

MtT-SW-1（トレンチ）

　CaO
　Na2O
　K2O

Mt-7孔　深度1.00-1.10m

　TiO2
　Al2O3
　FeO
　MnO
　MgO

第3.3-22図　松本地点テフラ分析結果
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第 3.4-1 表 湯ノ岳断層の活動性に関するまとめ 

地点名 岩崎北東 田場坂 別所南 松本 

最新活動 

【上下変位量】 

2011 年 4 月 11 日 

【撓み状地形、不明瞭】 

2011 年 4 月 11 日 

【0m】 

2011 年 4 月 11 日 

【0.8m】 

2011 年 4 月 11 日 

【0.6m】 

一回前の活動 約 20～25 万年前 ～ 4/11 約 12.5 万年前 ～ 4/11 約 12.5 万年前 ～ 4/11 不明 

累積変位量 

（変位基準とした地層の年代） 

約 4m 

（約 20～25 万年前） 

約 0.6m 

（約 12.5 万年前） 

約 1.6m 

（約 12.5 万年前） 

約 0.6m 

（約 10 万年前） 

活動履歴 

5 回 

（約 20～25 万年前以降） 

（単位変位量 0.8m※
と想定） 

2 回 

（約 12.5 万年前以降） 

（単位変位量 0.6m と想定） 

2 回 

(約 12.5 万年前以降) 

（単位変位量 0.8m と想定） 

1 回 

（2011 年 4 月 11 日） 

 

活動間隔 約 4～6 万年 約 6～12.5 万年 約 6～12.5 万年 約 10 万年以上 

※岩崎北東地点については，撓み状の地形が認められ上下変位量が明瞭でないため，Loc.Y-7 の上下変位量 0.8m を単位変位量と想定した。 
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